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健
生
病
院
・
入
院
室
を
巡
り
ス
タ
ー
ト

（1）

☆組織の概況（9月30日現在）　組合員総数　6万3016人（9月の新加入者102人）　出資金総額　16億1800万8700円（1人平均　2万5684円）

　
医
療
福
祉
生
協
連
の
通
信

教
育
「
自
分
が
変
わ
る
！
30

の
ダ
ン
ド
リ
術
」
を
受
講
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
テ
キ

ス
ト
の
最
初
に
《
ダ
ン
ド
リ

名
人
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
》

が
あ
り
ま
す
（
該
当
０
が
ダ

ン
ド
リ
名
人
）。「
締
め
切
り

ギ
リ
ギ
リ
に
な
ら
な
い
と
や

る
気
に
な
ら
な
い
」、「
何
か

ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
」、「
期
日
を
設
定
せ
ず
に

進
め
て
し
ま
う
」…
。
チ
ェ
ッ

ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
▼

「
目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
」、「
ゼ
ロ
か
ら

進
め
る
の
が
苦
手
」、「
同
じ

ミ
ス
を
繰
り
返
す
」、「
複
数

の
こ
と
を
同
時
進
行
す
る
の

が
苦
手
」
…
。
ズ
バ
ズ
バ
言

い
当
て
る
占
い
師
の
よ
う
で

す
。
▼
「
想
定
外
の
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
」、「
具
体
的
に
形
に
で
き

る
こ
と
が
少
な
い
」、「
何
か

を
始
め
る
と
き
に
１
人
で
や

ろ
う
と
し
て
し
ま
う
」。
▼

や
っ
と
終
わ
り
ま
し
た
。
該

当
数
は
明
言
し
ま
せ
ん
が
、

ど
う
や
ら
私
に
必
要
な
教
材

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
習
を

始
め
る
前
に
ま
ず
学
習
予
定

を
立
て
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と

…
。
テ
キ
ス
ト
到
着
後
３
週

間
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

学
習
の
ダ
ン
ド
リ
は
ま
だ
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

�

（
理
事
・
村
上　
渡
）

コ ムラ

生
協
ふ
れ
あ
い
月
間
始
ま
る

　
健
生
病
院
・
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
移

転
し
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
多
く
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
日
々
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　
毎
月
25
日
は
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー
と
称
し

て
、
患
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
医
療

生
協
を
知
っ
て
い
た
だ
く
日
で
す
。
院

内
放
送
で
の
呼
び
か
け
や
特
別
ブ
ー
ス

を
設
置
し
て
、
患
者
さ
ん
に
組
合
員
加

入
の
お
願
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
10
～
11
月
は
〝
生
協
ふ
れ
あ

い
月
間
〟
と
称
し
て
積
極
的
に
組
合
員

加
入
を
呼
び
か
け
る
期
間
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
月
間
直
前
の
９
月
25
日

に
は
「
月
間
ス
タ
ー
ト
デ
ー
」
と
し

て
、
普
段
に
も
増
し
た
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
安
田
肇
理
事
長
か
ら
院
内
放

送
で
加
入
の
訴
え
を
行
い
、
伊
藤

真
弘
病
院
長
な
ど
３
チ
ー
ム
が
各

病
室
で
患
者
さ
ん
に
じ
か
に
お
願

い
に
回
り
ま
し
た
。

　
病
院
長
に
気
が
付
い
た
ご
家
族

か
ら
は
好
印
象
の
反
応
が
多
く
、

「
こ
の
機
会
に
組
合
員
に
な
っ
て
、�

地
域
医
療
に
役
立
ち
た
い
」、
加

入
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
「
予
防
接

種
料
金
の
割
引
」
な
ど
を
知
り
、

「
前
向
き
に
検
討
す
る
」
と
い
う

方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
も
、
周
辺
地
域
の
訪
問

行
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

訪
問
の
際
に
は
健
康
の
こ
と
や

日
々
の
お
困
り
ご
と
な
ど
ぜ
ひ
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み

を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
と
一
緒

健
生
黒
石
診
療
所

　
９
月
30
日
、
秋
の
生
協
強
化
月
間
ス

タ
ー
ト
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の

生
協
強
化
月
間
に
対
す
る
診
療
所
の
活

動
は
、
黒
石
支
部
組
合
員
さ
ん
と
の
訪

問
行
動
を
10
月
に
３
日
間
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
土
曜

日
の
午
後
に
も
訪
問
行
動
を
行
な
い
ま

健
生
五
所
川
原
診
療
所

　
10
月
１
日
、
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

あ
と
、
診
療
前
に
職
員
が
待
合
室
に
勢

ぞ
ろ
い
し
て
患
者
さ
ん
に
向
け
て
訴
え

を
し
ま
し
た
。

　
山
口
久
理
事
（
西
北
五
理
事
協
義
会

代
表
）
か
ら
の
趣
旨
説
明
と
、
津
川
信

彦
所
長
か
ら
今
年
度
当
診
療
所
で
購

入
・
配
備
が
で
き
た
医
療
機
器
や
車
輌

の
説
明
を
行
い
、
職
員
一
同
、
一
礼
を

し
て
当
診
療
所
の
強
化
月
間
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　
月
間
中
は
、
新
加
入
・
出
資
増
資
の

年
間
目
標
の
８
割
越
え
を
目
指
し
て
11

月
30
日
ま
で
毎
日
、
交
代
制
で
職
員
が

朝
の
訴
え
を
し
て
い
ま
す
。

�

（
事
務
長
・
奥
瀬
昭
彦
）

主な
記事 ６面 災害時の備えは？ ８面 白鳥の会紹介

に
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
長
・
泉
谷
雅
人
）

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
９
月
25
日
、
飯
田
寿
徳
所
長
か
ら
の

組
合
員
加
入
・
増
資
の
お
願
い
、
津
軽

三
味
線
の
演
奏
で
生
協
ふ
れ
あ
い
月
間

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線

の
余
韻
が
残
る
中
、
船
水
看
護
長
は
じ

め
職
員
が
診
察
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
に
加
入
・
増
資
の
お
願
い
を
行
い
ま

し
た
。
月
間
中
、
支
部
組
合
員
の
協
力

も
も
ら
い
、
加
入
の
お
声
が
け
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
事
務
長
・
三
浦
孝
子
）

入院室で医療生協をアピール

院長を先頭に３チームで院内を巡る

山口理事からの説明

秋
の
“
生
協
ふ
れ
あ
い
月
間
” 

始
ま
る

�

ス
タ
ー
ト
デ
ー 

各
院
所
が
取
り
組
む

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
京
都
府
立
医
大
か

ら
、
10
月
と
11
月
に
初
期
研
修
医
が
研

修
に
来
ま
す
。
黒
石
支
部
の
夜
の
班
会

に
参
加
す
る
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

（
事
務
長
・
波
多
野
宏
行
）

黒石でのスタートデー

《
そ
の
結
果
、
当
日
健
生
病
院
で
は
新
規
４

件
・
増
資
16
件
。
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
新

規
３
件
・
増
資
７
件
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。》

飯田所長のあいさつ



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
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組
合
員
セ
ン
タ
ー
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2）3
5－
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モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

2019年11月１日（金）　第687号 （2）健　　　康

　地球温暖化が原因と考えられる異常
気象を実感することが多くなりまし
た。2019年９月に大型の台風15号
が千葉県を直撃し、全県的な停電が続
き住民が大きな被害を受けました。冷
房が効かない中、熱中症で亡くなる高
齢者もおられ、こうした災害が高齢者
の健康に対して与える影響は少なくな
いと思います。地球温暖化について懐
疑的な発言をされるえらい方もおられ
ますが、海水温の上昇、それが原因と
考えられる大規模な台風の発生を毎年
見ていると、気候変動の影響を肌で感
じます。
　地球温暖化は、高齢者だけでなく、
子供の健康へも大きな影響を与えま
す。2019年５月30日発行のニュー
イングランド医学雑誌に、地球温暖化
が子どもの健康に与える悪影響につい
て、８歳から19歳のアメリカ人21
名がおこした裁判についての論文が掲
載されました。地球温暖化は、アメリ
カ合衆国憲法が保障する生存権、自由
権、財産権を侵害するものであり、そ
れに対して連邦政府が適切な対応を
とっていないという訴えで、原告の名
前をとって「ジュリアナ対合衆国」と
して知られる裁判です。
　そもそも温室効果ガスの排出者は全
世界に散らばっていてアメリカ連邦政
府が被告として適切なのか、原告の若
い人たちが原告として適切なのかとい
う法律的な問題があり、連邦政府は裁

判に入らず訴えを却下するようにと主
張しています。
　しかし、世界保健機構は地球温暖化
に伴う健康被害の88%は５歳未満の
子どもたちに集中していると報告して
います。
　例えば、子宮内で高温にさらされる
ことで、妊娠中の胎児の合併症や先天
奇形が増加するとされます。
　地球温暖化に伴い、蚊など感染症を
媒介する生物の増加が危惧されます。
2015年から2016年にかけてジカ熱
のアウトブレークがあり、アメリカ国
内で感染が拡大した地域では小頭症に
代表される先天奇形が21%増加した
ことが報告されています。
　大型の台風ハリケーンカトリーナに
よるフロリダ州をはじめとしたアメリ
カ南部の災害の時には、20万人の子
どもたちが被災し、就学前の子どもの
50%が、心的外傷後ストレス障害
PTSDの基準に合致する精神症状を
示しました。
　こうした研究結果を受けて、この裁
判を80名近い医師、科学者とアメリ
カ小児科学会を含む15の団体が支援
しています。本論文の著者は、ハー
バード大学医学部の医師、研究者たち
で、地球温暖化が子どもたちの健康に
与える影響について、医師や公衆衛生
関係者は認識し、情報を発信する義務
があると述べています。

理事長 安 田 　 肇

�

地 球 温 暖 化 と 健 康 被 害

9
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

⃝

8
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

⃝

北
横
町
通
路
駐
車
場
お
よ
び
歩
道
設
置
に
つ
い
て

⃝

２
０
１
９
年
度 

第
1
回
支
部
代
表
者
会
議
報
告
書

⃝

「
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
」
に
関
す
る
情
報

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

⃝

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
開
設
に
伴
う
改
修
工

事
に
つ
い
て

⃝

役
員
体
制
等
検
討
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
件 

⃝

土
地
利
用
お
よ
び
冬
期
除
排
雪
等
に
関
す
る
契
約
の
締
結

⃝

組
合
員
利
用
料
の
新
設
（
検
査
料
） 

⃝
SafeM

aster

「
医
療
安
全
・
感
染
・
褥
瘡
」
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
関
す
る
件

（10／７）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

11／２(土)　尾上支部　健康まつり　
� ●平川市生涯学習センター
11／３(日)　北東支部　健康まつり●宮園第三団地集会所
11／５(火)　下町支部　健康まつり●西交流センター
11／７(木)　和徳支部　増税／社会保障 学習会　
� ●堅田集会所
11／９(土)　四中りんご支部　健康まつり　
� ●清水交流センター
11／14(木)　和徳支部　サロンつくし（茶話会･昔のあそびなど）
� ●生協会館１Ｆ
11／17（日）　目屋支部　村民文化祭健康チェック
� ●西目屋中央公民館
11／20（水）　東中支部　健康まつり　●城東団地集会所
11／23（土）　岩木支部　岩木文化祭健康チェック
� ●中央公民館岩木館
11／28（木）　和徳支部　サロンつくし（体操･ 脳トレ･茶話会など）
� ●生協会館１Ｆ
12／１（日）　黒石支部　支部レク●鰺ヶ沢　水軍の宿
12／８（日）　浪岡支部　健康まつり●浪岡中央公民館
12／14（土）　板柳支部　健康出前講座●いきいきセンター
12／21（土）　大鰐碇ヶ関支部　健康まつり●碇ヶ関公民館

11／６　県消費者大会　青森県民プラザ
11／９　ボランティア学習交流会　健生病院会議室
11／14　青森県生協大会　リンクステーションホール青森
11／16　社会保障学習会　生協会館　２Ｆホール
11／26～27　北海道・東北ブロック組合員活動交流集会
12／14　おらほのいいどご発表会
12／29～１／３　年末年始休業

各 支 部 予 定

　
コ
ー
プ
あ
お
も
り
和
徳
店

が
11
月
15
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
す
。
現
在
、
和
徳

店
お
よ
び
津
軽
保
健
生
協
会

館
の
駐
車
場
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
北
横
町
側
（
旧
健

生
病
院
の
裏
）
か
ら
の
通
路

は
交
通
安
全
確
保
の
た
め
旧

希
望
レ
ス
ト
ラ
ン
を
解
体

し
、
車
道
を
広
げ
る
と
同
時

に
歩
道
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
和
徳
店
と
隣
接
す
る
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
弘
善
商
会
と
の
壁
が

撤
去
さ
れ
、
自
由
に
通
行
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
津
軽
保
健
生
協
会
館
を
利

用
す
る
組
合
員
さ
ん
は
、
す

み
れ
保
育
園
側
、
北
大
通
り

お
よ
び
北
横
町
側
よ
り
自
由

に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
第
四
次
長
計
に

基
づ
き
旧
健
生
病
院
跡
地
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
コ
ー
プ
あ
お
も
り
和

徳
店
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ
て
、

協
同
の
力
で
地
域
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
と
同
時
に
、
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も

り
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
運
動

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

�

（
専
務
・
三
浦
良
成
）

コ
ー
プ
あ
お
も
り
和
徳
店

11／12月の主な行事予定

～
11
月
15
日
オ
ー
プ
ン
～

工事中の「コープあおもり和徳店」　左側が津軽保健生協会館
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平
等
な
理
想
の
医
療
を
求
め
て

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
96

健生病院
笹田敬大 医師

　
こ
の
４
月
に
つ
が
る
総
合

病
院
か
ら
〝
異
動
〟
に
な
り

ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
健
生
病
院

に
勤
め
る
こ
と
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
弘

前
生
ま
れ
弘
前
育
ち
で
、
弘

前
以
外
に
暮
ら
し
た
年
数
は

少
な
い
の
で
す
。
弘
前
に
生

ま
れ
、
小
学
校
入
学
時
か
ら

は
大
学
病
院
裏
の
学
生
用
の

ア
パ
ー
ト
に
親
子
で
住
ん
で

い
ま
し
た
。
途
中
ほ
ぼ
母
子

家
庭
と
な
り
、
仕
事
に
追
わ

れ
る
母
の
代
わ
り
に
小
学
校

５
年
生
の
時
に
学
費
の
申
請

の
た
め
、
一
人
で
市
役
所
へ

手
続
き
に
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
高
校
で
は
焼
き
場
（
火
葬

場
）
近
く
の
市
営
住
宅
に
転

居
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
低
所

得
層
の
私
で
も
医
学
部
に
入

れ
た
の
は
、
日
本
の
優
れ
た

制
度
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
弘
前
市
の
世
話
に
な

り
弘
前
市
に
育
て
ら
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
低
所
得
者

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
見
捨
て

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
貧
し
い
暮
ら
し
を
経
験
し

た
私
に
と
っ
て
、
健
生
病
院

は
あ
る
意
味
、
理
想
の
医
療

を
体
現
し
て
い
る
病
院
で
す
。

　
弘
前
市
の
た
め
、
皆
の
た

め
に
、
平
等
な
理
想
の
医
療

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

い
き
い
き

診
療
所�

健
生
五
所
川
原
診
療
所 こ

れ
か
ら
も

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

�

を
実
践
し
ま
す

　

当
診
療
所

は
、
五
所
川
原

市
か
ら
市
内
で

唯
一
「
も
の
忘

れ
健
診
」
の
事

業
を
委
託
さ
れ

て
い
て
、
２
０�

１
８
年
度
は

１
３
４
件
の
健

診
を
し
て
い
ま

す
。

　
９
月
15
日
、

五
所
川
原
市
主

催
の
「
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
オ
ル
テ
ン

シ
ア
を
会
場
に
開
催
。

　
五
所
川
原
市
で
は
、
２
０�

１
６
年
に
市
長
の
「
認
知
症

の
人
を
み
ん
な
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
と
あ
わ

せ
て
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

を
作
成
し
、
市
内
の
医
療
・

介
護
事
業
所
が
一
丸
と
な
っ

て
多
種
多
様
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　
当
診
療
所
も
最
初
か
ら
実

行
委
員
会
に
加
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
各
支
部

に
参
加
を
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
。
支
部

役
員
の
協
力
を
得

て
、
で
き
る
範
囲
で

五
所
川
原
市
や
周
辺

自
治
体
と
協
力
協
同

の
取
り
組
み
を
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
７
０
０
人

が
参
加
し
、
健
康
へ

の
関
心
が
強
い
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

当
診
療
所
か
ら

は
、
①
実
行
委
員
、
②
寸
劇

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
、
③

も
の
忘
れ
健
診
の
任
務
で
参

加
し
ま
し
た
。

　
初
参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
、「
最
後
に
津
川
先
生
が

講
評
を
述
べ
、
高
齢
者
が
多

い
な
か
、
ゆ
っ
く
り
と
一
つ

ひ
と
つ
言
葉
を
か
み
し
め
て

話
し
て
く
れ
た
の
で
、
分
か

り
や
す
か
っ
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
ま
る

ご
と
健
康
づ
く
り
」
を
職
員

一
同
で
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
看
護
長
・
松
山
リ
ナ
）

津軽保健生協からお知らせ
◎消費税率の変更について
　2019年10月１日から、消費税率が現行の８％から10％に引き上げられ
ました。そのため、ワクチン接種や文書作成料などの保険適用外の料金にか
かる消費税率が10％になりますので、ご了承ください。

◎プレミアム商品券について
　消費税率の変更に伴い、各自治体でプレミアム商品券が発行されることに
なります。今回、厚生労働省の通達により、プレミアム商品券を医療・介護
の自己負担分の窓口での支払いにあてることが可能になりました。10月１日
以降、各自治体が発行するプレミアム商品券は、その自治体に所在している
津軽保健生協の運営する各事業所の窓口での支払いにあてることができます。
なお、所在地と異なる自治体が発行する商品券は使用できません。また、窓
口での支払いに限定させていただきます。詳細につきましては各事業所の受
付・窓口などでご相談ください。

◎組合員利用料などの変更・新設について
１　緊急避妊薬（保険適用外）
　　「レボノルゲストレル錠」� 組合員　　　6,600円（税別）
� 組合員以外　8,000円（税別）
２　伝染性紅班（りんご病）検査料（保険適用外）
　　「ヒトバルボウイルスＢ19ＩgＧ抗体検査」� 組合員　　　5,000円（税別）
� 組合員以外　6,000円（税別）
３　文書料
　　大鰐町「一般不妊治療・検査受診等証明書」　� 一律　1,000円（税別）
　　※大鰐町のみで助成している制度に使用する書類の作成料です。

ガ
ラ
ス
窓

◆�「
虹
の
投
書
箱
」に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
回
答
を
、
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
◆

①
職
員
の
対
応　

ご
意
見　

こ
こ
の
お
医
者
さ

ん
は
、
お
だ
や
か
な
口
調
で

話
す
方
が
多
い
の
で
と
て
も

感
じ
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
の
方
で
し
ょ
う

か
？　

患
者
に
ぶ
つ
か
っ
て

も
謝
り
も
し
な
い
方
が
い
る

の
で
、
そ
の
点
は
少
し
不
満

で
す
。

《
回
答
》
こ
の
た
び
は
、
職

員
が
失
礼
な
対
応
を
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
接
遇
教
育
を

見
直
し
、
患
者
さ
ん
・
来
院

者
に
親
切
な
対
応
と
な
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

ご
意
見　

医
療
事
務
の
方
が

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
と
て
も

い
い
と
思
う
。

ご
意
見　

他
の
病
院
で
、
暴

れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
１
回

ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
た
と
い
う

理
由
だ
け
で
両
手
を
縛
ら

れ
、
毎
日
薬
で
眠
ら
さ
れ
て

可
哀
想
で
涙
、
涙
で
し
た
。

こ
の
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟

に
来
て
か
ら
は
、
院
長
先
生

始
め
、
や
さ
し
い
、
や
さ
し

い
看
護
師
さ
ん
の
看
護
に
今

度
は
嬉
し
い
涙
、
涙
で
、
毎

日
見
舞
い
に
来
て
い
ま
す
。

き
た
い
。

《
回
答
》
不
快
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
清
掃

時
間
の
合
間
に
は
汚
れ
て
い

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
ス

タ
ッ
フ
に
お
声
を
掛
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
早
急
に
対
処

い
た
し
ま
す
。

③
そ
の
他

ご
意
見　

患
者
の
私
た
ち
に

職
員
の
方
々
が
（
先
生
方
含

め
て
）「
様
」
を
つ
け
て
呼

び
出
し
て
い
ま
す
が
、
耳
慣

れ
ず
「
さ
ん
」
の
方
が
な
じ

む
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
病

院
側
の
気
遣
い
だ
と
思
い
ま

《
回
答
》
当
院
の
対
応
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

励
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

②
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

ご
意
見　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

に
イ
ス
を
置
い
て
欲
し
い
。

《
回
答
》
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ケ
ガ
や
体

調
の
悪
い
と
き
に
少
し
で
も

休
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

イ
ス
や
腰
掛
け
の
設
置
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

ご
意
見　

〇
〇
外
来
の
男
性

用
ト
イ
レ
は
い
つ
も
汚
い
で

す
。
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ

す
け
れ
ど
…
。

《
回
答
》
健
生
病
院
、
健
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
接
遇
規

程
で
患
者
を
お
呼
び
出
し
す

る
場
合
は
「
様
呼
称
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

患
者
呼
称
の
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。「
様
」「
さ
ん
」「
受

付
番
号
」
な
ど
が
あ
り
、
利

用
さ
れ
る
方
に
ご
不
快
の
な

い
よ
う
慎
重
に
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

［
９
月
受
付
分
か
ら
］

職
員
の
対
応
＝
６
件
。
施

設
・
設
備
＝
４
件
。
そ
の
他
＝

４
件
。
う
ち
要
望
・
苦
情
＝

７
件
。
合
計
＝
14
件
で
し
た
。

�

健　

生　

病　

院　

長

�

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

もの忘れ健診体験

もの忘れ健診体験コーナー
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台
風
接
近
中
に
十
和
田
湖
へ

支
部
レ
ク

９
／
23

　
９
月
23
日
に
台
風
17
号
が

目
前
ま
で
来
て
い
る
中
、
支

部
レ
ク
で
十
和
田
湖
観
光
に

行
き
ま
し
た
。

　
時
折
強
く
降
る
雨
の
中
、

63
人
が
バ
ス
３
台
に
分
乗
し

虹
の
湖
に
集
合
。
十
和
田
湖

の
休
屋
で
は
、
幸
い
に
も
雨

も
や
み
、
乙
女
の
像
・
十
和

田
神
社
の
散
策
を
楽
し
み
、

奥
入
瀬
渓
流
を
バ
ス
か

ら
見
学
。
今
年
は
晴
れ

の
日
が
多
く
十
和
田
湖

の
水
量
も
少
な
く
、
滝

や
渓
流
の
流
れ
も
勢
い

が
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
観
光
客
も

少
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
通

過
、
予
定
よ
り
早
く
焼

山
温
泉
・
森
の
ホ
テ
ル

に
到
着
し
ま
し
た
。
こ

の
あ
た
り
か
ら
雨
脚
が
強
く

な
り
、
予
定
し
て
い
た
奥
入

瀬
渓
流
散
策
は
中
止
。
ホ
テ

ル
で
の
昼
食
、
入
浴
で
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
た
。

　
帰
り
に
「
長
生
き
の
お
茶

を
飲
ん
で
」
と
「
か
や
の
茶

屋
」
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
台

風
で
店
閉
ま
い
。
こ
れ
で
は

帰
れ
な
い
と
酸
ヶ
湯
温
泉
ま

で
戻
っ
て
、
追
加
観
光
を
し

た
バ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
こ
ん
な
楽
し
い
企

画
を
知
ら
な
か
っ
た
と
、
初

め
て
参
加
者
さ
れ
た
方
も
数

名
い
ま
し
た
。
友
人
の
誘

い
、「
健
康
」
新
聞
を
読
ん

で
本
部
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
方
。
共
通
し
て
い
る
の
は

が
多
い
地
域
。「
班
会
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が

農
作
業
が
忙
し
い
」
と
悩
ん

で
い
た
矢

先
、
他
の
支

部
で
は
夜
班

会
を
し
た

り
、
農
家
が

多
い
地
域
は

冬
期
の
み
班

会
を
開
催
し

て
い
る
班
も

あ
る
と
聞
い

て
「
そ
れ
な

ら
私
た
ち
も

で
き
る
！
」

と
思
い
結
成

に
至
り
ま
し

た
。

　
先
日
、
北
支
部
で
新
班
結

成
し
ま
し
た
。

　
北
支
部
は
、
リ
ン
ゴ
農
家

　
メ
ン
バ
ー
は
、
近
所
の
仲

間
た
ち
。
春
か
ら
秋
の
間
は

畑
仕
事
を
手
伝
い
あ
う
仲
で

す
。
基
本
的
に
は
冬
期
の
み

の
開
催
で
す
が
、
８
月
の
忙

し
い
合
間
を
縫
っ
て
お
試
し

班
会
を
し
て
み
ま
し
た
。
ま

ず
は
お
互
い
の
血
圧
測
定
。

「
結
構
難
し
い
ね
」、「
す
ぐ

慣
れ
る
よ
！
」、「
家
で
も

や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
会
話

が
弾
み
ま
す
。

　

あ
る
班
員
さ
ん
が
「
班

名
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
班
は
ど

う
？
」
と
提
案
し
て
く
れ
ま

し
た
。
花
言
葉
は
「
大
切
な

友
達
」
と
聞
い
て
即
決
し
ま

し
た
。

　
冬
が
来
る
の
が
待
遠
し
く

な
り
ま
し
た
。

�

（
北
支
部
・
神　
成
子
）

「
健
康
」
新
聞
が
手
配
り
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
地
域

の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
か
な
い
こ

と
で
し
た
。
多
く
の
方
に
情

報
を
、
手
配
り
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

�

（
支
部
長
・
平
山
亮
一
）

新
班
結
成
！ 
ラ
イ
ラ
ッ
ク
班
！
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ト
ル
コ
き
き
ょ
う
班
で
き
ま
し
た

病
院
見
学
を
楽
し
く

美
欧
羅
班

　
田
舎
館
支
部
で
待
望
の
新

班
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
舎
館
支
部
は
し
ば
ら

く
、
支
部
活
動
が
思
う
よ
う

に
で
き
て
お
ら
ず
、
地
域
の

状
況
を
把
握
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
支
部
の
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
班
を
結
成
し
よ
う
と
考

え
た
と
こ
ろ
、
定
期
的
に
集

ま
っ
て
お
話
し
し
て
い
る
人

　
こ
の
ほ
ど
、
美
欧
羅
班
８

人
で
健
生
病
院
を
見
学
し
ま

し
た
。
職
員
が
２
人
も
対
応

し
て
く
れ
て
、
普
段
見
る
こ

た
ち
が
い
る
こ
と
を
思
い
出

し
、
そ
ん
な
方
々
に
声
を
か

け
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
お
試
し
会
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ま

ま
班
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

班
名
は
「
ト
ル
コ
き
き
ょ

う
」
班
。

　
花
の
名
前
の
よ
う
に
綺
麗

に
輝
い
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
事
務
局
）

と
の
で
き
な
い
管
理
室
の
よ

う
な
所
も
拝
見
し
ま
し
た
。

　
産
婦
人
科
の
病
棟
付
近
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
も

　班会は、近所の仲間と一緒に健康
チェックや、楽しい語らいのできる場
となります。あなたの近所でも班会を
して、より健康な暮らしに役立てませ
んか。組合員さん３人以上で班会がで
きます。勉強会には医療スタッフの無
料の派遣もできます。

(お問い合わせは組織部まで　0172-35-8933)

班をつくりませんか！

五
所
川
原
支
部

田
舎
館
支
部

北

支

部

雨の中バス３台での観光

まずは血圧を測定

湖畔の乙女像辺りを歩く

聞
こ
え
て
き
て
、
な
ん
と
嬉

し
い
こ
と
！　

　
ま
た
、
病
棟
の
廊
下
に
も

働
く
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、

驚
き
ま
し
た
。
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
を
通
っ
た

と
き
、
ナ
ー
ス
さ
ん
の
に
こ

や
か
で
お
だ
や
か
な
表
情
に

〝
す
ご
い
な
あ
〟
と
思
い
ま

し
た
。

　
き
れ
い
で
明
る
い
病
院
に

み
ん
な
満
足
で
し
た
。

�

（
班
長
・
阿
保
芳
子
）

四
中
り
ん
ご
支
部

病院を見学します

　
３
年
ぶ
り
の
「
健
康
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
赤
坂
地
区

公
民
館
「
六
宝
館
」
に
１
２

０
人
が
参
加
し
集
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
黒
石
市
長
代

理
・
健
康
福
祉
部
長
の
青
木

金
光
氏
な
ど
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
健
康
講
座
は
、

弘
前
調
剤
セ
ン
タ

ー
薬
局
長
の
津
川

俊
彦
氏
か
ら
「
健

康
寿
命
を
延
ば
す

に
は
─
フ
レ
イ
ル

を
予
防
し
よ
う
」

と
題
す
る
講
演
、

健
康
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
佐
々
木
良
太
氏

１
２
０
名
参
加
で
に
ぎ
や
か
に

に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル

体
操
」
も
行
い
、
老

化
防
止
の
ヒ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
沖
揚
平
の
野

菜
、
コ
ー
ヒ
ー
、
健

康
食
品
コ
ー
ナ
ー
は

ど
れ
も
好
評
。
ま
た

組
合
員
の
写
真
展
、

平
和
の
写
真
展
、
趣

味
を
越
え
る
見
事
な
手
芸
作

品
は
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
駅
前
の
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
の
み
な

さ
ん
。
組
合
員
の
ウ
ク
レ
レ

と
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
。
続
い

て
特
別
出
演
の
千
葉
勝
弘
さ

ん
の
津
軽
三
味
線
。
最
後
の

「
ド
ダ
レ
バ
ヂ
」
と
「
黒
石

よ
さ
れ
」
で
は
、
会
場
い
っ

ぱ
い
輪
に
な
っ
て
踊
り
、
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

�

（
黒
石
支
部
）

みんなでフレイル体操

健
康
ま
つ
り

9
／
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黒
石
支
部

ギターとウクレレで素敵な歌声
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健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

事業所案内は
７−２面です

http://www.kensei-hp.jp/
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　津軽医院では、７月から浪岡支部組合
員さんと診療所職員合同で、診療所周辺
の訪問行動を行っております。
　地域の方々に私達の活動を知ってもら
い、生協活動により一層協力していただ
くこと、また困ったことはないか、近所
に困っている方はいないかの聞き取りを
目的に行動しています。
　支部の組合員さんと一緒に訪問するこ
とで、訪問宅の方は快くお話を聞いてく

れ、対話がはずみます。対話の中で往診
や介護サービスの利用の説明ができた
り、出資金の書き換えにつなげるという
成果を得ることも出来ました。
　支部の方々と合同で行うことの効果の
大きさを改めて実感させられています。
　今後も訪問活動を継続し、目標達成の
ために努めていきたいと思います。
� （事務長・兵藤尚子）

　
合
同
班
レ
ク
に
、
体
操
グ

ル
ー
プ
の
方
々
も
加
わ
り
、

30
人
の
参
加
者
で
楽
し
い
交

流
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
瑞
楽
園
」
で
大
石
武
学

流
の
庭
園
を
堪
能
、
ガ
イ
ド

の
方
か
ら
て
い
ね
い

な
説
明
が
あ
り
、
雪

踏
み
な
ど
の
昔
の
生

活
用
具
も
拝
見
。

　
弥
生
の
ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
を
通
っ
て
、

鰺
ヶ
沢「
水
軍
の
宿
」

に
到
着
。
早
速
お
目

当
て
の
「
ヒ
ラ
メ
の

づ
け
丼
」
を
味
わ
い

ま
し
た
。
温
泉
と
お

話
で
ゆ
っ
く
り
し
て
、

次
に
「
海
の
駅
わ
ん
ど
」
に

寄
り
、
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
と
て
も
良
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

�

（
事
務
局
長
・
松
島　
明
）

ヒ
ラ
メ
の
づ
け
丼
を
味
わ
う
旅

 

三

大

支

部

合
同
班
レ
ク

４ヵ月健診のあかちゃんたちです

渡辺　史子さん・倖
こ う た

多ちゃん
元気に育ってね。

塩越　悠希さん・璃
り と

斗ちゃん
すくすく元気に育ってね！

田辺　聖子さん・牡
ぼ た ん

丹ちゃん
元気にすくすく
大きくなってね！

清野　知香さん・羽
う じ ゅ

寿ちゃん
元気に育ってね

瓜田麻衣子さん・小
こ ま ち

町ちゃん
元気に育ってね

中田絵里花さん・凌
り ん た ろ う

太朗ちゃん
健康にスクスク育ってね！

千葉　栞さん・百
も も か

花ちゃん
元気な子に育ってね！

鈴木　理香さん・思
し お ん

温ちゃん
健康に育ってね！

三浦　加奈さん・維
い と

斗ちゃん
優しい子になってね♡

盛　寛子さん・友
ゆ う

結ちゃん
元気いっぱい

すくすく育ってね！

清野　道子さん・栞
か ん な

愛ちゃん
元気にすくすく育ってね！

渡邊　夢子さん・凛
り ん た ろ う

太郎ちゃん
早く大きくなってね。

白濱　佑梨さん・紗
すず

ちゃん
すくすく元気に育ってネ！

柴田由美子さん・蓮
れ お

央ちゃん
スクスク育ってね！！

下山　円さん・千
ち ひ ろ

尋ちゃん
元気にスクスク育ってね！

今井　美穂さん・逢
お う か

樺ちゃん
すくすく育ってね！！

金城　凛音さん・しおんちゃん
元気にすくすく育ってね！

すくすく
エンジェル
すくすく
エンジェル

　
社
保
平
和
委
員
会
で
は
、

毎
月
第
２
木
曜
日
の
13
時
か

ら
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
弘
前

店
前
で
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名
」

の
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
組
合
員
の
参
加

も
呼
び
か
け
て
お
り
、
９
月

は
三
大
支
部
か
ら
、
10
月
は

文
京
支
部
か
ら
組
合
員
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。

　
通
り
す
が
り
の
中
学
生
と

交
流
し
、「
憲
法
９
条
っ
て

何
？
」、「
本
当
に
日
本
は
戦

争
を
す
る
国
に
な
っ
ち
ゃ
う

の
？
」
と
質
問
さ
れ
る
場
面

も
あ
り
、
も
っ
と
若
い
世
代

若
い
世
代
へ
発
信
を
！

夕食時におじゃまして みんなで訪問前の準備

に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
、

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
社
保
平
和
委
員
長

�

・
二
川
原
一
）

浪岡支部と津軽医院　訪問行動を毎月実施！

楽しい一日でした話を聞く中学生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む

み
ん
な
で
緑
地
帯
を
守
ろ
う
よ
！

　
生
協
の
病
院
＝
お
ら
だ
じ

の
病
院
だ
。

　
病
院
正
面
右
（
東
）
側
の

一
角
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
じ
ゅ

う
た
ん
で
す
。
春
、
雑
草
が

目
立
っ
て
き
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
雑

草
園
で
す
。
雑
草
は
何
よ
り

た
く
ま
し
い
。
特
に
ヨ
モ
ギ

は
根
こ
そ
ぎ
抜
く
し
か
な
い

の
で
す
。「
よ
ー
し
、
こ
の
一

角
だ
け
で
も
緑
を
守
ろ
う
！
」

　
今
年
の
春
か
ら
、
私
の
草

取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
始
ま

り
ま
し
た
。
今
は
写
真
の
よ

う
に
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
白
い

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
で

も
、
４
ヵ
所
目
ま
で
は
手
が

廻
ら
ず
、
そ
こ
は
荒
れ
始
め

て
い
ま
す
。
私
だ
っ
て
い
つ

ま
で
続
け
ら
れ
る
か
心
も
と

な
い
ん
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
運
動

と
交
流
を
兼
ね
て
病
院
周
辺

の
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し

ま
せ
ん
か
。
身
体
を
治
し
に

き
た
患
者
さ
ん
は
、
こ
の
や

わ
ら
か
な
緑
地
帯
を
見
て
い

正面右側の緑地帯

や
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　
秋
が
深
ま
り
ま
す
。
そ
の

前
に
手
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。�

�

（
和
徳
支
部
・
斉
藤
義
雄
）
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（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

2019年11月１日（金）　第687号 （6）健　　　康

　
移
転
オ
ー
プ
ン
以
来
、
新

病
院
の
駐
車
場
が
広
い
為

「
ど
こ
に
駐
車
し
た
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
の
ご

意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
た
び
目

印
と
し
て
コ
ー
ス
・

ポ
ー
ル
を
設
置
致

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
１
コ
ー
ス

か
ら
７
コ
ー
ス
ま
で

し
っ
か
り
分
か
る
よ

う
に
な
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
内

の
走
行
は
安
全
に
配

慮
し
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
車
場
内
は
禁
煙

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●農産物の販売（りんご・野菜・新米・もち米・花など）
●りんごの全国発送　　●模擬店　　●もちつき実演販売
●海産物の販売（ほたて・手作りマスとば・しじみ貝・焼きイカ他）
●健康チェックコーナー　　●バザー
●キッズコーナー（わなげ、バルーンプレゼント）
●ジャズの生演奏　　●津軽弁でラジオ体操

お問い合わせ
津軽農民組合　弘前市藤代２丁目10-9　　TEL 0172-34-9398

とき　2019年11月17日（日）
　　　午前９時〜午後３時
会場　弘前文化センター前庭
　　　（駐車スペースあります）

生産者が自分で作ったものを
持ちよって出店しています。

雨天決行

津軽農民組合 第31回農産物即売会

災害時　健生病院、クリニックは？

患
者
・
利
用
者
用
駐
車
場
に

�

コ
ー
ス
・
ポ
ー
ル
設
置

　1991年、台風19号で青森県のりんご農家が壊滅的な打撃
を受け、家屋の被害も多く広範囲で停電しました。
　2011年には東日本大震災という大災害があり、この時も
青森県の各地で停電し、燃料の供給も滞りました。この時、
健生病院では介護事業所とも連携し、酸素吸入器を利用して
いる方などへの対応を速やかに実施することができました。
　この度の台風19号の記録的大雨により、甚大な被害が全
国で発生しました。被災地への救援に全力をあげて取り組む
ことが必要です。
　健生病院・健生クリニックは火災・自然災害（地震・台風・
洪水など）・大規模事故などの発生時、医療・設備機能を維
持し、人命の安全確保に寄与することが責務となっています。
　災害時の対応策として備蓄品の確保が必要となります。ま
た、停電時の対応では、病院全ての電力は賄えませんが最低

限の医療・設備機能を維持でき
る電力の確保が必要です。災害
時、停電となった場合、自動的
に自家発電装置が作動し、非常
用コンセントに電力が供給さ
れます。非常用コンセントに
は、人工呼吸器、酸素吸入器な
ど重要な医療機器が接続され、
最低限の医療機能は維持され
ます。通常３日分の燃料の備蓄
があり、燃料の補給が可能であ
れば、自家発電装置は連続運転
が可能です。
　飲料水1.5ℓが864本、給水
は0.5日（保有水量の為、使用
制限が必要）、非常食３日分・
医薬品３日分・液化酸素は約８
日分・笑気ガス３カ月分などが
備蓄されており、限定的ですが
数日間は医療機能の維持が可能になっています。
� （健生病院事務局・工藤俊逸）

医師を目指す高校生、受験生をご紹介ください

■医学生 特別奨学生 一般奨学生
入学金貸与 有り（1年時のみ） なし
奨学金貸与額 20万円/月 10万円/月

定員 各学年5名 制限なし

返還免除の条件 卒業時に返還義務が生じますが青森民医連加盟事業所に
勤務すると返還が免除されます

勤務期間 契約期間の1.5倍 契約期間の1.0倍

■高卒生 コース① コース②
貸与額 10万円/月 20万円/月

医学生・高卒生　奨学金制度

詳しくは青森県民主医療機関連合会　弘前事務所（医師医学生課）まで
☎0172-34-5455分かりやすくなりました

非常用食料を備蓄 屋上に非常用発電装置

日常の液化酸素

格納庫内の非常用液化酸素



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部
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17
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合
員
セ
ン
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ー
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モ
バ
イ
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ム
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健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です
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す。〈投稿のお誘い〉身のまわりのこと、健康のこと、何でも「おたより」歓迎しま

読者サロン

（7） 健　　　康
　

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
徳
竹
晴
香
さ
ん
が
。

よ
う
こ
そ
弘
前
へ
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
福
井
と

の
こ
と
で
、
故
郷
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

小
生
恥
ず
か
し
な
が
ら
未
だ
一
度
も
福
井
に
は

足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
故
郷
の
よ
う
で
、
少
な
か
ら

ず
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
、
弘
前
を
よ
ろ
し
く
！

弘
前
市　

一
戸　

晃

　

ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
が
世
界
２
位
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
勝
っ
た
こ

と
が
す
ご
い
。
頑
張
れ
！　

日
本
！

強
く
な
っ
た
日
本
ラ
グ
ビ
ー

黒
石
市　

豊
巻　

悠
子

　

稲
刈
り
も
後
半
、
82
歳
（
夫
）
と
74
歳
の
身

体
は
疲
れ
が
見
え
て
き
た
。
２
週
間
く
ら
い
経

っ
た
こ
ろ
、
た
ん
ぼ
の
ア
ゼ
に
色
鮮
や
か
な
月

見
草
が
２
輪
残
っ
て
咲
い
て
い
ま
し
た
。
本
当

に
奇
麗
で
し
た
。

月
見
草
に
元
気
を
も
ら
う

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

風
邪
を
引
い
た
り
、
転
ん
だ
り
し
て
も
、
以

前
に
比
べ
回
復
に
３
倍
も
の
時
間
が
…
。「
急

が
な
い
、
無
理
を
し
な
い
」
と
自
分
に
言
い
き

か
せ
、
１
０
０
歳
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

71
歳
の
心
構
え
で
す

弘
前
市　

鎌
田　

和
子

　

も
う
10
月
、
落
葉
の
季
節
が
始
ま
り

ま
す
。
で
も
山
々
の
色
が
美
し
く
な
っ

て
、
そ
し
て
収
穫
物
も
美
味
し
く
な
っ

て
…
。

美
味
し
い
秋
が
来
る

弘
前
市　

一
戸　

千
秋　

　
「
お
山
の
虹
」
の
関
谷
先
生
、
私
も
20
代
に

同
じ
く
自
転
車
で
転
ん
で
、
同
じ
大
ケ
ガ
を
し

た
の
で
、
痛
み
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

で
も
、
さ
す
が
先
生
で
す
。
痛
み
を
こ

ら
え
て
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
そ

の
足
で
プ
ロ
レ
ス
観
戦
に
行
っ
た
こ
と

が
す
ご
い
！　

早
く
よ
く
な
っ
て
ネ
！

弘
前
市　

三
上
え
つ
こ

　

最
近
、
あ
る
病
院
の
入
院
食
を
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
…
。
健
生
病
院
の
ご
飯
は

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
出
産
で
入
院
中
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
み
だ
っ
た
入
院
食

平
川
市　

み
た
ら
し

　

３
月
に
長
女
の
子
が
、
７
月
に
次
女
の
子
が

生
ま
れ
、
毎
日
大
忙
し
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
育
児

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
頑

張
ら
な
い
と
！　

毎
日
、
大
忙
し

青
森
市　

育
児
疲
れ

　

朝
晩
の
寒
暖
差
が
お
い
し
い
り
ん
ご

を
生
み
ま
す
。
人
間
も
同
じ
だ
ろ
う
と

は
思
い
ま
す
が
、
寒
い
の
は
嫌
い
な
私
。

な
ん
と
か
し
て
温
か
い
日
々
を
過
ご
し

た
い
と
も
が
い
て
い
ま
す
。

寒
暖
差
が
良
い
結
果
に

黒
石
市　

阿
部　

誠　

　

子
ど
も
達
か
ら
、
誕
生
日
の
お
祝
い

に
高
級
な
お
酒
を
も
ら
っ
た
。
ふ
だ
ん
、

安
い
酒
し
か
飲
ま
な
い
私
は
、
久
し
ぶ

り
の
高
級
酒
と
子
ど
も
達
の
気
遣
い
に

感
謝
し
て
い
る
。

誕
生
日
の
お
祝
い

藤
崎
町　

ひ
ろ
し
君

　

お
礼
─
妻
が
新
し
い
病
院
で
救
急
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
。
川
柳
─
イ
ケ
メ
ン
を

歩
に
入
れ
内
閣
目
く
ら
ま
し
／
原
発
で
お
互
い

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

お
礼
と
川
柳

黒
石
市　

庄
助
ど
ん

　

春
に
母
が
亡
く
な
っ
て
、
足
の
し
び
れ
が
気

に
な
っ
て
、
病
院
に
い
っ
た
ら
何
と
脳
梗
塞
と

言
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク
！　

医
者
に
は
前
向
き
に
な

る
よ
う
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
つ
い
、
ク
ヨ
ク
ヨ

と
考
え
て
し
ま
う
。
し
び
れ
だ
け
で
も
軽
く
な

る
方
法
は
な
い
か
な
あ
。

し
び
れ
が
軽
く
な
れ
ば

平
川
市　

の
り
ぞ
う

　

朝
夕
は
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。
ま

だ
ま
だ
日
中
は
暑
く
温
度
差
が
あ
り
す
ぎ
て
身

体
が
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
体
調
を
く
ず
し
て

し
ま
う
こ
の
時
期
、
秋
の
美
味
し
い
も
の
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
元
気
に
乗
り
き
り
た
い
。

秋
の
味
覚
で
乗
り
き
ろ
う

弘
前
市　

ジ
ャ
ッ
ク
の
マ
マ

　

病
院
駐
車
場
に
、
番
号
表
示
の
案
内

板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
ね
。
大
い
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。

待
っ
て
ま
し
た
！

田
舎
館
村　

佐
藤　

文
夫

　

大
病
を
患
っ
て
か
ら
思
う
こ
と
。
も
し
、
神

様
が
一
つ
だ
け
夢
を
か
な
え
て
あ
げ
よ
う
と
い

う
な
ら
ば
、
小
学
生
に
も
ど
り
、
勉
強
を
し
直

し
、
医
者
に
な
る
！！　
「
医
師
を
目
指
す
、
高

校
生
、
受
験
生
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
」
の
記
事

を
見
て
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
ネ
。

大
病
を
患
っ
て
か
ら

弘
前
市　

鬼
瓦

　

星
の
き
れ
い
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
夜
ベ

ッ
ド
に
入
っ
て
か
ら
窓
か
ら
見
え
る
星
は
ま
る

で
宝
石
の
よ
う
で
す
。

宝
石
の
よ
う
な
星
空

黒
石
市　

渡
辺　

靖
子

　
「
健
康
パ
ズ
ル
」
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
発
見
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
“
仏
様
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
”
勉
強
に
な
り
ま
す
。

仏
様
の
髪
は
「
ラ
ハ
ツ
」
？！

弘
前
市　

カ
ヌ
レ

　
「
読
者
サ
ロ
ン
」
大
好
き
！　

納
得

～
っ
と
共
感
し
な
が
ら
、
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。

共
感
で
き
る
お
便
り

青
森
市　

長
谷
川
ス
ミ
ヱ　

　

新
健
生
病
院
、
新
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
誕
生

し
て
２
年
で
す
ね
！　

内
覧
会
で
の
楽
し
か
っ

た
日
を
思
い
だ
し
ま
し
た
！　

期
待
で
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
し
た
！

２
周
年
お
め
で
と
う
！

弘
前
市　

福
真　

庸
子

　

今
回
の
パ
ズ
ル
難
し
か
っ
た
で
す
！！　

頭
の

体
操
に
な
り
、
毎
回
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！！

頭
の
体
操
に
な
っ
て
ま
す

五
所
川
原
市　

島
袋　

る
り

　

い
よ
い
よ
、
消
費
税
10
％
の
世
の
中
に
な
っ

た
。
い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
の
生
活
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
。
不
安
だ
ら
け
の
生
活
苦
の

人
生
の
後
半
は
、
け
っ
し
て
幸
福
で
は
な
い
。

生
活
が
不
安
だ
ら
け

平
川
市　

佐
藤　

美
治

　
「
地
域
に
広
が
る
健
康
づ
く
り
の
“
わ
”」
を

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
今
度
、
中
三
や
ヨ
ー

カ
ド
ー
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
お
う
と
思

い
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
記
事
か
ら

弘
前
市　

鎌
田　

知
子

　

手
配
り
さ
ん
に
な
っ
て
１
年
半
に
な
り
、
皆

さ
ん
の
所
に
行
く
途
中
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出

会
い
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
そ
の
一
言
で
元

気
に
な
り
ま
す
。
や
れ
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て

五
所
川
原
市　

毛
内　

澄
子

　

増
税
は
５
年
半
ぶ
り
。
前
回
は
５
％
か
ら
８

％
と
上
げ
幅
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
国
中
買
い

だ
め
に
走
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
は
、
初
め
て
と
な
る
軽
減
税
率
や
ポ
イ
ン
ト

還
元
制
度
な
ど
で
混
乱
で
す
。

消
費
税
増
税
につ

が
る
市　

蝦
名　

憲
英

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
11
月
16
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２

−

２

−

１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

�

（
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
）

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

２
今
で
言
う
と
こ
ろ
の「
イ

ケ
メ
ン
」

３
良
質
な
も
の
を
見
極
め

る
。
―
―
―
の
プ
ロ

４
温
か
く
栄
養
満
点
。
野
菜

と
肉
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

汁
も
の

５
そ
の
競
技
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
決
め
る
大
会
。
―
―

―
陸
上
、
―
―
―
水
泳
。

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

１
磁
石
の
力
で
浮
か
せ
て
走

る
。
―
―
モ
ー
タ
ー
カ
ー

４
佐
渡
に
行
く
と
会
え
る
鳥

と
い
え
ば
…

５
乾
燥
の
季
節
は
要
注
意
！

突
然
バ
チ
ッ
と
痛
み
が
走
る

６
浦
島
太
郎
は
こ
れ
に
乗
っ

て
竜
宮
城
に
行
き
ま
し
た

７
多
芸
多
才
な
―
―
タ
レ
ン

ト 《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》
子どもの健康と
長寿を願う

第
686
号
（
10
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

1

5

6

2

7

4

3

オ

ラ
ハ
ツ

メ
ウ
ツ
リ

イ

ピ

ヨ

ク
ン
セ
イ

ア
マ
グ

ン
　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

岡
井　

聖
子

　

佐
藤　
　

都

佐
々
木
浩
子

　

福
士　

冬
桜

（
青　

森　

市
）　
長
谷
川
ス
ミ
ヱ

（
黒　

石　

市
）　

渡
辺　

靖
子

（
平　

川　

市
）　

石
坂
勝
三
郎

　

奈
良
し
の
ぶ

（
つ
が
る
市
）　

須
藤　

和
江

（
五
所
川
原
市
）　

島
袋　

る
り

お知らせ
10月から消費税の変更により、
ハガキは62円から ｢63円｣ と
なりました。ご注意ください。



楽しい お料理楽しい お料理

2019年11月１日（金）　第687号 （8）健　　　康

☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

小嶋　智子

～ か つ お の 南 蛮 漬 け ～

１人分当たり　エネルギー398kcal　塩分1.4ｇ

こ
の
よ
う
な
時
、

�

ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
時
…
。

・
引
っ
越
し
さ
れ
た
時
…
。

・
「
健
康
」
新
聞
が
２
部
届
い
て
い
る
時
…
。

・
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
時
…
。

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合　

組
織
部

　
　

 

電
話 

０
１
７
２

－

３
５

－

８
９
３
３ お問い合わせ・参加希望　地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室のご案内

時　間＊ともに９時30分～11時30分の開催です。
参加費＊無料です。
会　場＊藤代健生病院　デイケア棟２階　多目的室

「精神科リハビリテーションとは？」
◦11月９日（土）

講師：西澤　望　臨床心理士

「依存症を知っていますか？」
◦12月14日（土）
講師：千石利弘　医師

記

•募集期間 11月14日（木）～12月12日（木）9：00～15：00
•収集方法 組織部（旧健生クリニック１階）までお届け下さい。

（ご持参する事が困難な場合は、気軽にご相談下さい。）

ご不明な点は、℡：0172-35-8933（担当：金枝・齋藤）までご連絡
下さい。

社会保障・平和委員会

津軽保健生協では、ご家庭にある不要な新年のカレンダー
や手帳をお寄せいただき、その売上金をユニセフ（国際連
合児童基金）へ寄付するボランティア活動を行うことにし
ました。

今、世界の貧しい地域では医師不足しており、最低限の治
療も受けられないまま多くの子どもたちが次々と命を落と
しています。“21秒にひとり” 日本では治療できる病気で、
幼い子どもが命を落としているのが現状です。

つきましては、ご家庭に不要な新年のカレンダーや手帳が
ある方は寄付して頂けると幸いです。

新年の不要なカレンダー、
手帳はございませんか？

 

　健生黒石診療所白鳥の会は、1998年９月にデ

イケアを開設することになり1999年９月、第１

回黒石支部ボランティア学校を開催しました。参

加者は黒石７名、田舎館から２名の９名でスター

トしました。

　当初は食事や入浴時

の介助や移動時の見守

りなどのお手伝いでし

たが、残念なことに

2015年１月31日をも

ってデイケア閉鎖が決

まりました。

　ボランティアは不要

になるかと思われまし

たが、診療所との話し

合いで、月曜日（休日

明けの午前中）患者さんが気持ちよく利用出来る

ようにと待合室の環境整備（清掃・洗濯など）な

どを行い、「白鳥の会」として活動を続けて行く

ことになりました。

結成から20周年

　白鳥の会は、毎年総会で活動方針を決め、診療

所主催の行事「キッズパーク」「黒石よされ」に

も参加しています。ボランティアの主な活動は、

院内の清掃・洗濯、通所バスの乗降の見守り、花

壇作りとその手入れなどです。花壇づくりは、職

員とボランティア委員の協力で毎日の水やりや花

の世話をしています。現在は、30人の登録会員

で和気あいあいと作業をしています。昨年は「あ

いのりグループホーム」の施設見学をして研修・

交流会を催しました。ボランティア学校は、

2005年から現在のように津軽保健生協全体で開

催することになり、毎回参加しています。

　今年は白鳥の会結成から20周年を迎えた節目

の年でもあります。今一度ボランティアの初心に

かえり、ONE FOR ALLの気持ちで活動を続け

たいと思います。

� （白鳥の会）

会員登録30人で和気あいあい

キッズパークで車椅子指導診療所の花壇整備

白鳥の会総会

＜材料４人分＞

かつお刺身用250g　玉葱１/２個　人

参１/４本　ピーマン１/２個　パプリ

カ赤１/４個　片栗粉60g　サラダ油１

/２カップ(下味用)すりおろし生姜大さ

じ１　酒大さじ３

A（酢１/２カップ　水１カップ　醤油
大さじ２　砂糖大さじ１　すりおろし

にんにく小さじ１　鷹の爪１/２本　だ

し汁適量）

＜作り方＞

❶かつおは1.5㎝厚さに切り、生姜と

酒に浸し一晩おく。

❷玉葱は薄切り、人参・パプリカ・ピー
マンは縦に細切りにする。

❸鍋にAを入れて火にかけ、味をみな
がらだし汁を足して、酸味を調整する。

ひと煮立ちしたら火を止め❷の野菜を
加える。

❹❶のかつおは水気をきって全体に片
栗粉をまぶし、熱したサラダ油で両面

がこんがりと色づくくらい揚げる。

❺軽く油をきって熱いうちに❸に入れ、
味をなじませる。

白鳥の会
Vol.1健生黒石診療所

ボランティアの会紹介


